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欧州安全機関EFSAが2023年に発表したS-メトラクロー

ルに関する毒性評価。2024年に欧州委員会では、S-メ
トラクロールを再登録から外した。日本でもこの総説内
容を再評価で使用する必要がある。

S-メトラクロールの事前の情報募集の仕組みにおいて提供のあった情報一覧（ヒトに対する毒性・疫学研究以外）
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1
生活環境動植物及び家畜に対

する毒性

European Food Safety

Authority (EFSA), Fernando

Alvarez et al

2023

Peer review of the pesticide risk assessment of the active substance S-

metolachlor excluding the assessment of the endocrine disrupting

properties

EFSA Journal. Feb; 21(2): e07852.

EFSAがS-メトラクロールについて、2024年に登
録を再承認しなかった理由が記載されている。
地下水を汚染し、ミミズや土壌生物に悪影響を
及ぼす可能性が記載されているため、再評価
に利用すべきと考える
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